
『備えよう｡明日は我が地域(まち)土砂災害｡』をテーマに､石川県内
で土砂災害防止推進の集い(全国大会)in石川(主催/国土交通省･石川
県､協力/砂防フォーラムいしかわ2007委員会)が平成19年6月6日と7
日､二日間の日程で開催されました。今回で25回目を数えるこの大会
は6月の土砂災害防止月間にちなんだもので､石川県では初の開催と
なります。
　初日の6日は金沢市観光会館(金沢歌劇座)で土砂災害防止推進の集
いが開かれ､土砂災害防止功労者表彰式のほか､金沢市老人連合会代
表､金沢市校下婦人連合会代表､金沢市立兼六中学校および市立城南
中学校生徒による砂防や防災に関する意見発表､浅藤石川県砂防課長
と蓮見金沢河川国道事務所長による県内の砂防事業紹介がありました。また石川県立中島高等学校･演劇コー
スの皆さんによる創作劇「守ろう！美しいふるさとを！」も上演され､東京の高校生と能登地方に住む祖父母､

地元の高校生などに扮して今年３月に発生した能登半島地震や災害危
険地域を語り合い､全国から集まった約1,900人の参加者に砂防や日頃
の防災意識の向上について訴えました。
　後半のフリートークではＮＨＫ解説委員の山﨑登氏､金沢工業大学
環境･建築学部の川村國夫教授､国土交通省砂防部長の亀江幸二氏､白
山砂防女性特派員の山岸尚子さんの４名が能登半島地震や県内の土砂
災害､それに対応する砂防事業や住民の防災意識などについて意見交
換しました。
　7日は現地研修会を開催し､白山の砂防事業や輪島市の地震被災地､
羽咋市福水町の地すべり対策事業を視察しました。
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土砂災害防止推進の集い(全国大会)in石川（6月6～7日）土砂災害防止推進の集い(全国大会)in石川（6月6～7日）

土砂災害防止広報キャラバン隊（6月12日）土砂災害防止広報キャラバン隊（6月12日）

「白山砂防」のサイトができました！
 手取川上流域のライブカメラ映像や
 白山の砂防事業の概要、特派員活動
 などの情報をＷＥＢ上でご覧頂けます。
http://www.hrr.mlit.go.jp/
 　kanazawa/hakusansabo/

TOPICTOPIC

白山砂防科学館での展示物解説白山砂防科学館での展示物解説

会場受付会場受付

会場案内会場案内

石川県庁前でのキャラバン隊出発式石川県庁前でのキャラバン隊出発式

街頭での広報キャンペーン街頭での広報キャンペーンキャラバン隊隊長が市役所などを訪問キャラバン隊隊長が市役所などを訪問

土砂災害防止推進の集い･フリートークでの山岸特派員土砂災害防止推進の集い･フリートークでの山岸特派員

リアルタイム白山コーナー
リニューアル!
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明治時代の主な手取川の洪水と地震

8月2日

女原･五味島近辺で大洪水
白山から女原まで道路の欠損甚だし
午前6時37分、濃尾地震発生
白山柳谷上流で大崩壊

白峰村で有史以来の大水害
白山甚之助谷一帯が崩壊(557ヶ所)
下流域でも死者73名、被害建物30,169棟

4月29日
～5月8日
7月2日

明治24年
(1891)

能美郡三ツ口村･岩間村･清水村など
46ヶ所の田畑で被害

170余年来の大洪水発生
堤防決壊、橋梁流失6

能美郡粟生村で浸水家屋180戸

8月16日

10月28日

7月20日

明治14年
(1881)

8月31日 流域で死者4名、全壊家屋331戸

9月7日 流域で死者7名、
流失家屋9戸、全壊家屋323戸

7月14日 堤防決壊、損壊家屋2,067棟

明治29年
(1891)

明治35年
(1902)

この欄では、｢白山｣･｢手取川｣･｢白山砂防｣
について、順次紹介していきます。

◆ 明治時代の洪水と治水対策としての白山砂防事業の第一歩

　明治時代の40余年間に手取川は出水をくり返し、そのたび
にどこかで堤防が決壊、水害を被っていました。
　1881(明治14)年の大洪水を契機に、石川県では手取川の治
水対策の議論が本格化、1885(明治18)年には手取川を県直轄
の河川とし、オランダ人技師デ･レーケを招いて県費を投入し
た堤防建設が計画されました。
　しかし1891(明治24)年7･8月には連続で大洪水が発生するな
ど、水害は一向に減りませんでした。手取川堤防改修工事は右
岸の七ヶ用水･左岸の二ヶ用水工事を兼ねて、1896(明治29)年
より3ヶ年継続工事でようやく着手されましたが、同年8月にま
た洪水が発生、未曾有の大水害となり、大半の堤防が決壊し計
画は挫折しました。
　これらの水害の原因は、白山周辺での山林の濫伐が進んだこ
とと、明治24(1891)年の濃尾地震および明治29(1896)年の大集
中豪雨で白山甚之助谷に大崩壊が発生したことが挙げられます。
この頃の手取川水源地における崩壊地は20万坪に及んだと考え
られています。
　手取川流域のみならず、明治20年代は全国各地で大洪水が発生したため、政府は1896(明治29)年『河川法』を制定、
翌1897(明治30)年には『砂防法』を制定しました。これにより、国庫金･国庫補助金で治水･砂防工事を行なう道が開か
れました。洪水の多くが水源山地の崩壊を契機として発生していることから、1910(明治43)年、当時の李家隆介石川県
知事は白山の柳谷を視察、崩壊状況を見てこのまま放置が許されないことを痛感し、翌1911(明治44)年より手取川治水
の一環として『白山砂防』の調査に着手されました。

出典･参考「治水事業のあゆみ」(金沢工事事務所 昭和60年刊)
　　　　 「手取川小史」(金沢工事事務所 昭和56年刊)　「白峰村史 上巻」(白峰村 昭和37年刊)
　　　　 「ふるさと石川歴史館」(北國新聞社 平成14年刊)「石川県災異誌」(石川県 平成5年刊)　
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甚之助谷の二つの水位計のリアルタ
イムデータと伸縮計から計算した地
表移動量を表示。
モニタにタッチすると水位計のグラ
フも表示されます。

タッチモニタ採用で知りたい情報に
すぐアクセスできます。
北陸周辺のかみなり情報や
夏山の天気などもチェックできます。

地すべり観測情報
気象情報



920-2501　石川県白山市白峰ツ40ｰ1
TEL 0761-98-2990　FAX 0761-98-2991
Eメール hakusan-j@po3.nsknet.or.jp

　3月25日(日)9時42分､Ｍ6.9の能登半島地
震が発生しました。ここ白山砂防地域では、
過去に近辺を震源とする地震(明治24年の濃
尾大地震､昭和36年の北美濃地震)によって
数箇所の山崩れが発生しており､その影響が
心配されましたが、当日の11時30分には防
災監視カメラで異状が無いことが確認され､
さらに18時にはヘリコプターによる上空か
らの点検も行われ、白山周辺の安全を確認
しました。
　6月には石川県で土砂災害防止推進の集い
(全国大会)も開催され､県民に土砂災害防止
への関心が高まっていることが感じられま
す。この関心が日頃の備えへと繋がること
を願います。

リモコンでの機械の操作を体験リモコンでの機械の操作を体験

施工機械に付けられたカメラ映像をモニタで確認施工機械に付けられたカメラ映像をモニタで確認

白山砂防科学館横の会場の様子白山砂防科学館横の会場の様子

地元消防団による土のう積み訓練地元消防団による土のう積み訓練

◆ 白山砂防科学館 平成18年度の見学者紹介 ◆

◆ 白山砂防無人化施工機械実演会開催 ◆

◆ 白山市白峰地区で防災訓練 ◆


